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1．はじめに

　色彩は視覚か ら得 られる情報のひ とつであり、視

寛は人間の五感の ひ と つ で ある 。 五感相互は互 いに

深いつ なが りがあり、共通感覚を有 している。

　食品のパ ッ ケージ等ではその商品の ［床覚イメ
ージ

を配色によ っ て視覚的 に伝 える こ とがよ くある。こ

こで は、視覚以外の五感から得 られた印象を色彩に

置き換えて表現した場合 、 どの よ うな傾向が生 じる

かに関する調査を報告する。

2．調査の概要

　対象と した五感刺激は次の通 りである 。 1）聴覚 ：

音楽 （クラシ ッ ク／ロ ッ ク／ジ ャ ズ）、21嗅覚 ：香

り （3 種類の ア D マ ）、3｝味覚 ： 基本的な味覚表現

ワ
ー

ド、 4埆虫覚 ；質感を表すワ
ー

ド。 1｝聴覚では実

際に音楽を聞かせ 、 2）嗅覚においては 実際に香りを

嗅がせた。残り2 つ は言語を提示した。

　方法は、それぞれの五感刺激を与えれた被験青が

その EP象を五色配色で表現するとい うものである。

五 感イ メ
ー

ジを単色で表すの で はなく配色で表す方

法をと っ たの は 、 複数の 色の 組合ぜに よ っ て豊かな

五感イメ
ージのニ ュ ア ンスが表 現されるためであり、

同時に、被験者 （学生）の配色感覚を向上させる教

育的 な意味もある n

　調査は 2005 年 5月から 「1 月にかけて、イン

テリアデザイ ンを学ぶ学生男女 25 人 （各テ
ー

マ に

よ り 11 名〜25 名）を被験者と し て お こな っ た。

使用 した 色彩は 10 色相 × 12 ト
ー

ンの 有彩色

〔120   と無彩色 aO 色の計 130 色からなる デザ

イ ン ト
ー

ン 130 色紙である。

　分析は、配色のイ メ
ージスケー

ル分析、使用され

た色の 日UE ＆TONE 分析による。

　研究 1 においては、嗅覚 （香り）と味覚に関する

分析結果をまとめる 。

3．嗅覚イメージの配色表現

3−1．香り刺激

　対象とした香りは a ．ラ ベ ンダー、b，ロ ーズ、　 c サ

ンダル ウ ッ ドの 3 種類 。 被験者には何の 香りである

かは教えず嗅いだ香りの 印象を配色で表現させた。

3−2ラ ベ ン ダーの 香りの 配色

　「ラ ベ ンダー
」は比較的よく知 られた香りで あり、

花の色の連想からか使わ れた色は色相 P、RP の明

るい トーンが多い。同時に配色される色相 Y 、 GY

の明るい トー
ンはナチ ュ ラルでフ ロ

ー
ラル な香 りの

イメ
ージを表現するためであろう。全体に明るく澄

んだ トー
ンが基調とな っ て い るこ とも特徴である。

配色として は、あまりコ ン トラス トの高くないグラ

デーシ ョ ン感覚がいか されたものが多い。

3−3．ローズの香りの配色

　 「D 一ズ」 の場合もやは り花の 色の連想であろ う

色 相 RP が非常によく便用 されて いる。「ラベ ンダ
ー

」では寒色系色相の配色と暖色系色相の配色がほ

ぼ同量見 られたが、「ロ
ーズ」で は寒色系色相の 配色

はほ とん どない。色相 RP を基調に明るい ト
ー

ンか

らやや暗い ト
ー

ンまで トーン の 広がりが配色 に表れ

てい る。 これは 、
「0 一ズ」に甘い香りをイメ

ージし

た場合明るい ト
ー

ンが、 芳醇で コ クの ある香りをイ

メ
ージした場合は地味な トー

ン
・やや暗い トーンが

それぞれ選択されて いるからである。

3−4．サンダル ウッ ドの香りの配色

　 厂サンダル ウ ッ ド」では色相 Y 、 GY 、
　 R がやや

多い。 ト
ー

ンは 「ラベ ンダー
⊥ 「ロ

ーズ」に比べ 分

散して おり、地味な トーンや暗い ト
ー

ンに多少の偏

りがあるの が特徴的である。配色の 傾向は、色相 Y、

GY の 明るい 濁色によるナチ ュ ラル感のあるタ イブ

が主流 で、色相 RP のやや暗めの トー
ン

・グうデー

シ ョ ン によるややハ
ー

ドなエ レガン ト感の あるタイ

ブも 見られる。

3−5香 りの配色表現

　3 つ の香り配色を相対的に分析すると、「ラベ ン ダ

ー
」 が最も ソフ トで清色的なナチ ュ ラル ＆エ レガン

ト・イメージ、「ロ ーズ」は最も暖色的で豊かさの あ

りカ ジ ュ ア ル 〜エ レガン ト＆ゴージャ ス
・イメージ、
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「サンダルウ ッ ド」 は濁色的で まろやか なハ ード ・

ナチ ュ ラル
・
イメ

ージと位置 づけられよう。

図 1．香り配色に特徴的に使用される色の HUE＆TONE

猟 BDL

図2．香り配 色のイメージ ス ケー
ル分析

4．味覚イメージの配色表現

4−1．味覚刺激ワ
ード

　 基本的な味覚ワ
ー

ドである a ．甘い、b．辛い、　 c 酸

っ ぱい、d．苦い に対して 、それぞ れを五色配色で表

現 さぜ た s （嗅覚刺 激 の よ うに実際の 食品 を味あわぜ

るので なく、言 語刺激を提示 した。）
4−2．甘い 味覚の配色

　 「甘い 」 イ メ
ージを表現した色は 、 色相 RP 、　 R、

YR の明るい トーン に集［‡〕して いる。配色として も

非常に限られた色 （暖色系明るい 清色）の中での組

合せ となりまとまり感が強い 。

4−3．辛い味覚の配色

　 「辛い」イメ
ージで使 われた色は、色椙 R、YR 、

Y の 派手 な トーンに集中して いる。「甘い 」イメージ

の 配色と比 べ 、色相は近いが トーン が全く異な っ て

いる。痛覚イメ ージで もある 「辛い 」 の もつ強い刺

激感を表すためにビビ ッ ドな ト
ー

ンが用いられて い

る 。 また、唐辛子や辛子という食材 （調 味料）その

も の の 色の連想である とも言え る。
4−4．酸っ ぱい味覚の 配色

　 「酸 っ ぱい 」 イメ
ージで は 、 色相 Y 、 GY の 派手
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な ト
ー

ンか ら明るい トーンの色が集中的に使われて

い る。「辛い 」同様に 食材 ＝ レモ ンその もの の 色が連

想されていることが要因で あり、Y 系色相の ト
ー

ン

配色である ことが特徴である。

4−5．苦い 味覚の配色

　 「酸 っ ぱい 」 イ メ ージで使われることの多い色相

Y、GY の ト
ー

ンをダウンさぜると 、
「苦い」味覚イ

メージ の 配色 となる 。 他の 3 つ の 味覚イメ
ージと比

べ 、明度 ・彩度ともにかなり低くな っ ており、ハ
ー

ドでグレイ ッ シュ な感覚が「苦さ」を表すと言える 。

4−6．味覚の配色表現

　味覚配色を総合すると、ほとん ど力暖 色系の配色

であるこ とがわかる。中でも 「甘い 」 が最もソフ ト

でプ リテ ィ
・イメージ、色相が Y 寄りにシフ トして

明るい トーンの 「酸 っ ぱい」がソフ トカジ ュ アル
・

イメ ージ、 派手な トー
ン寄りの 「辛い」 はカ ジュ ア

ル
・
イメ

ージ、それらとは
一
線を画したハ ード感覚

が 「苦い 」 のクラ シ ッ ク ＆ダンデ ィ
・イメージと整

理す る こ とがで きる。

図 3．味覚配色に特徴的に使用される色の HUE＆TONE

WA DCL

　　　 図 4．味覚配色のイメージス ケー
ル分析

5．味覚と嗅覚の まとめ

　甘 い 香りと い う表現があるように味覚と嗅覚の関

連は強い。ただ、各配色の バ リエ
ー

シ ョ ンをみると 、

味覚配色よ り香り配色の 方がより分散して い ること

がわかる。

　　　一二 ＝］
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　


